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売上高につきましては、主力事業でありますシステム事業並びに測量計測事業が堅調に推移したことなどに
より、前年同期を上回る実績となりました。

利益面は、主力事業を中心に人員増加策などを実施したことにより販売費及び一般管理費が前年同期に比べ
増加いたしましたが、売上高の伸長とレンタル原価の削減に努めたことから売上総利益が増加したことにより、営

売上高 売上総利益 営業利益

業利益、経常利益、四半期純利益ともに前年同期を上回る実績となりました。

売上高 売上総利益 営業利益

百万円 百万円 百万円
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売上高につきましては、主力事業でありますシステム事業並びに測量計測事業が堅調に推移したことなどに
より 前年同期を上回る実績となりましたより、前年同期を上回る実績となりました。

利益面は、主力事業を中心に人員増加策などを実施したことにより販売費及び一般管理費が前年同期に比べ
増加いたしましたが、売上高の伸長とレンタル原価の削減に努めたことから売上総利益が増加したことにより、営
業利益 経常利益 四半期純利益ともに前年同期を上回る実績となりました

2011年３月期

第３四半期

2012年３月期

第３四半期 前年同期比

業利益、経常利益、四半期純利益ともに前年同期を上回る実績となりました。

（実績） （実績）

（百万円） 対売上（％） （百万円） 対売上（％）
増減額

（百万円）
増減率（％）

売上高 2,682 2,904

売上総利益 1,075 40.1 1,203 41.4

221 8.3

128 11.9

営業利益 267 10.0 345 11.9

経常利益 266 9.9 337 11.6

四半期純利益 152 5 7 208 7 2

77 28.9

71 26.8

56 36 8四半期純利益 152 5.7 208 7.2

１株当たり

四半期純利益(円)
5,596.91 7,379.58

56 36.8

1,782.67 31.85

四半期末従業員数(名) 123 129 7 4.9
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売上高 売上総利益 営業利益売上高 売上総利益 営業利益

百万円 百万円 百万円

（単位：百万円）

10/3期 11/3期 12/3期

第１

四半期

第２

四半期

第３

四半期

第４

四半期

第１

四半期

第２

四半期

第３

四半期

第４

四半期

第１

四半期

第２

四半期

第３

四半期

売上高 788 813 960 894 809 904 968 888 881 959 1,062

売上総利益 308 349 408 353 321 361 391 363 360 395 447

営業利益 56 97 139 98 58 93 114 91 79 109 155

売上総利益率 39.1% 43.0% 42.6% 39.5% 39.7% 40.0% 40.5% 40.9% 40.9% 41.2% 42.1%

営業利益率 7.1% 12.0% 14.5% 11.0% 7.2% 10.3% 11.8% 10.3% 9.0% 11.5% 14.7%
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固定資産の増加の主な要因
有形固定資産のリース資産の増加200百万円によるものであります有形固定資産のリ ス資産の増加200百万円によるものであります。

負債の増加の主な要因
流動負債のその他流動負債の増加246百万円、固定負債のリース債務の増加160百万円があった一方で、流動負債の支払手形及

び買掛金の減少116百万円によるものであります。

（単位：百万円）

株主資本の減少の主な要因
四半期純利益208百万円を計上した一方で、剰余金の配当216百万円、自己株式の取得45百万円を行ったことによるも

のであります。

2011年3月末 2011年12月末 増減額 増減率(％)

流動資産 1,844 1,929 85 4.6

固定資産 1,813 2,012 198 10.9

資産の部

2011年3月末 2011年12月末 増減額 増減率(％)

資産合計 3,658 3,941 283 7.8

負債・純資産の部

流動負債 1,000 1,184 184 18.5

固定負債 615 768 153 24.9

負債合計 1,615 1,953 337 20.9

株主資本 2,040 1,986 △53 △2.6

評価・換算差額等 2 1 △0 △32.7

純資産合計 2 042 1 988 △54 △2 7純資産合計 2,042 1,988 △54 △2.7

負債・純資産合計 3,658 3,941 283 7.8

自己資本比率（％） 55.8 50.4 ― △5.4
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システム事業
システム機器及びアプリケーション等のレンタル・販売に関して、2010年10月に開設した大阪支店における受注が順調に確保できたシステム機器及びアプリケ ション等のレンタル 販売に関して、2010年10月に開設した大阪支店における受注が順調に確保できた

ことに加え、既存の営業拠点においても、新規顧客の開拓に注力し積極的な営業活動を展開した結果、受注が堅調に推移し増収となり
ました。

測量計測事業
測量機器及び計測システム等のレンタル・販売に関して、中期経営計画の方針に基づき「建設ＩＣＴ」分野を中心に注力した結果、受

注が順調に確保することができ増収となりました注が順調に確保することができ増収となりました。

ハウス備品事業
建設現場事務所用ユニットハウス及び什器備品等のレンタル・販売に関して、シェア確保等に起因する厳しい受注競争による単価の

下落が続いておりましたが、一部地域において震災関連公共工事等が増加したことにより、単価の上昇並びに受注量も増加傾向となっ
たことから増収となりました。た とから増収となりました。

環境安全事業
道路標示・標識及び環境・景観分野の工事並びに安全用品のレンタル・販売に関して、専門分野である道路標示工事等の提案営業

に注力いたしましたが、前年同期において大型の公共工事の受注があったことが影響し減収となりました。

システム 測量計測 環境安全ハウス備品
百万円 百万円 百万円 百万円
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システム事業
システム機器及びアプリケ シ ン等のレンタル 販売に関して 2010年10月に開設した大阪支店における受注が順調に確保できたシステム機器及びアプリケーション等のレンタル・販売に関して、2010年10月に開設した大阪支店における受注が順調に確保できた

ことに加え、既存の営業拠点においても、新規顧客の開拓に注力し積極的な営業活動を展開した結果、受注が堅調に推移し増収となり
ました。

測量計測事業
測量機器及び計測システム等のレンタル・販売に関して、中期経営計画の方針に基づき「建設ＩＣＴ」分野を中心に注力した結果、受測量機器及び計測システム等のレンタル 販売に関して、中期経営計画の方針に基 き 建設ＩＣＴ」分野を中心に注力した結果、受

注が順調に確保することができ増収となりました。

ハウス備品事業
建設現場事務所用ユニットハウス及び什器備品等のレンタル・販売に関して、シェア確保等に起因する厳しい受注競争による単価の

下落が続いておりましたが、一部地域において震災関連公共工事等が増加したことにより、単価の上昇並びに受注量も増加傾向となっ
たことから増収となりましたたことから増収となりました。

環境安全事業
道路標示・標識及び環境・景観分野の工事並びに安全用品のレンタル・販売に関して、専門分野である道路標示工事等の提案営業

に注力いたしましたが、前年同期において大型の公共工事の受注があったことが影響し減収となりました。

2011年３月期

第３四半期

（実績）

2012年３月期

第３四半期

（実績）

前年同期比

（百万円）
構成比

（％）
（百万円） 構成比（％）

売上高合計 2,682 2,904

増減額

（百万円）

増減率

（％）

221 8.3, ,

システム 1,011 37.7 1,187 40.9

測量計測 570 21.3 659 22.7

176 17.5

88 15.6

ハウス備品 614 22.9 623 21.5

環境安全 486 18.1 433 14.9

9 1.5

△52 △10.9
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システム 測量計測 環境安全ハウス備品

百万円百万円 百万円 百万円

（単位：百万円）

10/3期 11/3期 12/3期

第１

四半期

第２

四半期

第３

四半期

第４

四半期

第１

四半期

第２

四半期

第３

四半期

第４

四半期

第１

四半期

第２

四半期

第３

四半期

売上高合計 788 813 960 894 809 904 968 888 881 959 1,062

システム 275 315 355 335 303 338 369 345 338 393 455

測量計測 163 178 204 209 177 190 202 203 197 228 233

ハウス備品 189 197 238 207 191 196 226 198 189 208 225

環境安全 160 122 161 141 137 179 170 140 155 129 147
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通期業績

今回予想
（2012年2月10日）

当初予想
（2011年5月11日）

増減額・率
2012年３月期

第３四半期累計 実績
（参考資料）

2011年３月期
通期 実績
（参考資料）

通期業績

単
（ 年 月 ） （ 年 月 ）

（参考資料） （参考資料）

売上高 3,800 3,700 100 2.7% 2,904 3,571

単位：百万円

営業利益 410 380 30 7.9% 345 357

経常利益 400 370 30 8 1% 337 355経常利益 400 370 30 8.1% 337 355

当期純利益 240 211 29 13.7% 208 200

１株当たり

当期純利益(円)
8,927.24 7,781.45 ― ― 7,721.10 7,379.58

※当社は、 2012年3月期第3四半期累計期間までの業績に基づき、上記のとおり2012年3月期通期業績予想を修正いたしました。
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１株当たり配当金１株当たり配当金

今回予想
（2012年2月10日）

当期実績 当初予想
（2011年5月11日）

増減額
2011年３月期

実績

単位：円
（2012年2月10日）

当期実績
（2011年5月11日）

増減額 実績
（参考資料）

中間 ― 1,500 ― ― 1,300

期末 1,700 ― 1,500 200 6,500

合計 3,200 ― 3,000 200 7,800

※当社は、 業績連動型の配当政策を採用しておりますので、2012年３月期通期業績予想の修正に基づき、1株当たり期末配当金を
上記のとおり1,700円に修正いたしました。これにより、既に実施いたしました1株当たり中間配当金1,500円と合わせ、年間配当金
は1株当たり3,200円となります。

念※2011年３月期の1株当たり期末配当金6,500円の内訳は、普通配当 1,500円、記念配当5,000円であります。
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2012年３月期

第３四半期累計期間

（実績）

2012年３月期

通期

（予想）

進捗率

（％）

売上高 2 904 3 800 76 4

単位：百万円

売上高 2,904 3,800 76.4

売上総利益 1,203 － －

営業利益 345 410 84.2営業利益 345 410 84.2

経常利益 337 400 84.4

四半期（当期）純利益 208 240 86.8

１株当たり

四半期（当期）純利益(円)
7,721.10 8,927.24 86.5

売上高 2,904 3,800 76.4

システム事業 1,187 1,520 78.2

測量計測事業 659 870 75.8

ハウス備品事業 623 830 75.1

環境安全事業 433 580 74 7環境安全事業 433 580 74.7



15

参考資料



16

経営理念

参考資料 経営理念・経営基本方針

経営理念

「お客様のニーズを身近なサービスで提供する。」

経営基本方針

・お客様に対しては､全てのサービスを『より確かに、より早く、より安
く』提供することを常に追求する。 (経営理念の追求)

・社員に対しては､創造力とチャレンジ精神を第一に､『能力＝成果、評価

＝報酬』を基本に公平な処遇に努める。 (組織・人事制度)報酬』を基本に公平な処遇に努める。 (組織 人事制度)

・株主様に対しては､企業価値の創造を常に念頭に置き『業績に連動した

配当』を実施する (積極的な事業展開 配当政策)配当』を実施する。 (積極的な事業展開･配当政策)

・地域社会に対しては､『企業は公器である』を基本に､企業活動と納税と
雇用創出を持 貢献する (企業活動 納税 雇用創出による社会貢献)雇用創出を持って貢献する。 (企業活動･納税・雇用創出による社会貢献)
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（単位：千円）

2011年3月期 2012年3月期 2011年3月期 2012年3月期2011年3月期
（2011年3月31日）

2012年3月期
（2011年12月31日）

資産の部

流動資産

現金及び預金 891,909 884,517

2011年3月期
（2011年3月31日）

2012年3月期
（2011年12月31日）

無形固定資産

借地権 3,000 3,000

商標権 198 173

受取手形 218,571 228,789

売掛金 602,552 589,927

商品 90,397 26,884

半成工事 6,046 4,668

ソフトウエア 10,454 14,427

リース資産 1,484 783

その他 17,466 27,466

無形固定資産合計 32,604 45,850

原材料及び貯蔵品 11,440 11,736

前払費用 8,083 3,685

繰延税金資産 13,117 15,722

未収入金 31,123 192,856

そ 他 2 645 8 101

投資その他の資産

投資有価証券 29,450 29,290

出資金 360 360

従業員に対する長期貸付金 1,362 1,075

長期前払費用その他 2,645 8,101

貸倒引当金 △31,341 △37,340

流動資産合計 1,844,547 1,929,549

固定資産

有形固定資産

長期前払費用 ― 941

その他 26,174 25,520

貸倒引当金 △1,300 △1,300

投資その他の資産合計 56,046 55,887

固定資産合計 1 813 690 2 012 128有形固定資産

レンタル資産 12,448 5,087

建物 249,897 244,267

構築物 18,582 16,214

機械及び装置 403 285

固定資産合計 1,813,690 2,012,128

資産合計 3,658,238 3,941,678

機械及び装置 403 285

車両運搬具 17,390 17,382

工具、器具及び備品 1,844 1,907

土地 730,861 730,861

リース資産 693 610 894 382リ ス資産 693,610 894,382

有形固定資産合計 1,725,039 1,910,390
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（単位：千円）

2011年3月期 2012年3月期 2011年3月期 2012年3月期2011年3月期
（2011年3月31日）

2012年3月期
（2011年12月31日）

負債の部

流動負債

支払手形 272,513 312,897

2011年3月期
（2011年3月31日）

2012年3月期
（2011年12月31日）

純資産の部

株主資本

資本金 425,996 425,996

買掛金 314,559 157,620

リース債務 221,900 264,160

未払金 12,021 38,966

未払費用 44,420 64,230

資本剰余金

資本準備金 428,829 428,829

資本剰余金合計 428,829 428,829

利益剰余金

未払法人税等 65,469 78,111

前受金 21,401 25,169

預り金 4,638 12,199

設備関係支払手形 30,052 211,679

そ 他 13 248 19 737

利益準備金 23,600 23,600

その他利益剰余金

固定資産圧縮積立金 170,662 183,774

別途積立金 108,000 108,000

繰越利益剰余金 949 815 928 243その他 13,248 19,737

流動負債合計 1,000,225 1,184,772

固定負債

リース債務 481,723 642,291

繰延税金負債 108 318 93 097

繰越利益剰余金 949,815 928,243

利益剰余金合計 1,252,078 1,243,617

自己株式 △66,324 △111,564

株主資本合計 2,040,578 1,986,878

評価 換算差額等繰延税金負債 108,318 93,097

資産除去債務 6,858 6,973

その他 18,449 26,263

固定負債合計 615,350 768,625

負債合計 1 615 575 1 953 398

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 2,083 1,402

評価・換算差額等合計 2,083 1,402

純資産合計 2,042,662 1,988,280

負債純資産合計 3 658 238 3 941 678負債合計 1,615,575 1,953,398 負債純資産合計 3,658,238 3,941,678
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2011年3月期 2012年3月期 2011年3月期 2012年3月期

（単位：千円）

2011年3月期
第3四半期累計期間

（自 2010年04月01日）
（至 2010年12月31日）

2012年3月期
第3四半期累計期間

（自 2011年04月01日）
（至 2011年12月31日）

売上高 2,682,350 2,904,252

商品売上高 1 413 375 1 587 182

年 月期
第3四半期累計期間

（自 2010年04月01日）
（至 2010年12月31日）

年 月期
第3四半期累計期間

（自 2011年04月01日）
（至 2011年12月31日）

営業外収益 10,236 12,546

受取利息 64 48商品売上高 1,413,375 1,587,182

レンタル売上高 1,005,639 1,080,930

その他の売上高 263,334 236,139

売上原価 1,607,092 1,700,624

商品売上原価

受取利息 64 48

受取配当金 375 310

受取地代家賃 2,737 1,620

受取保険金 5,537 9,486

その他 1 522 1 081商品売上原価

商品期首棚卸高 35,459 90,397

当期商品仕入高 878,119 912,415

合計 913,579 1,002,813

その他 1,522 1,081

営業外費用 11,942 20,257

支払利息 10,706 14,475

その他 1,236 5,781

商品期末棚卸高 26,241 26,888

商品売上原価 887,338 975,925

レンタル売上原価 517,070 557,524

その他の原価 202,683 167,174

経常利益 266,225 337,628

特別利益 4,772 2,244

固定資産売却益 ― 2,244

貸倒引当金戻入額 4,772 ―

売上総利益 1,075,258 1,203,628

販売費及び一般管理費 807,327 858,287

貸倒引当金繰入額 ― 5,998

役員報酬 44,900 45,000

特別損失 5,635 ―

固定資産売却損 989 ―

固定資産除却損 1,468 ―

資産除去債務会計基準

響
3 177 ―

給料及び手当 378,309 399,822

法定福利費 53,102 56,694

減価償却費 31,674 29,490

その他 299 341 321 282

の適用に伴う影響額
3,177

税引前四半期純利益 265,363 339,873

法人税等 113,138 131,620

法人税、住民税

及び事業税
104,007 148,808その他 299,341 321,282

営業利益 267,930 345,340

及び事業税

法人税等調整額 9,130 △17,187

四半期純利益 152,224 208,253
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当社は、安定配当の考え方を採用せず、経営基盤の一層の強化と事業拡大に当社 、安定配当 考 方を採用 ず、経営基盤 層 強化 事業拡大
必要な内部留保の充実を考慮したうえで、業績に連動する利益還元を行なうこと
を基本方針にしております。

• 配当金の原資は、第２四半期における税引き後の四半期純利益とします。

＜１株当たり中間配当金の計算方法＞

• 当社所定の計算基準により配当性向を決定します。
配当性向＝自己資本比率×０．５＋（１－自己資本比率）×０．２

資
産
の
部

負債の部

純資産の部

他人資本比率×0.2

自己資本比率×0.5

＋
配当性向

（２０％～５０％の間で変動）

部

• 配当金総額の計算を次の算式により行います。
配当金総額＝四半期純利益×配当性向配当金総額 四半期純利益×配当性向

• １株当たり中間配当金の計算を、次の算式により行います。
１株当たり中間配当金＝配当金総額÷発行済株式総数（自己株式を除く。）
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＜１株当たり期末配当金の計算方法＞

• 配当金の原資は、税引き後の当期純利益とします。

• 当社所定の計算基準により配当性向を決定します。

＜１株当たり期末配当金の計算方法＞

当社所定の計算基準により配当性向を決定します。
配当性向＝自己資本比率×０．５＋（１－自己資本比率）×０．２

資
産

負債の部 他人資本比率×0.2 配当性向
産
の
部

純資産の部
自己資本比率×0.5

＋

配当性向

（２０％～５０％の間で変動）

• 配当金総額の計算を次の算式により行います。
配当金総額＝当期純利益×配当性向－中間配当金総額

１株当たり期末配当金の計算を 次の算式により行います• １株当たり期末配当金の計算を、次の算式により行います。
１株当たり期末配当金＝配当金総額÷発行済株式総数（自己株式を除く。）

＜その他＞
• その他配当金に関する詳細は当社内規に基づいて行われます。

• 特別な損益等の特殊要因により税引き後の四半期純利益又は当期純利益が大きく変動する

事業年度については、その影響を考慮し、配当額を決定します。

＜その他＞

事業年度については、その影響を考慮し、配当額を決定します。
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この資料に記載されている当社の現在の計画、戦略、見通しなどのうち、歴史的事実でないもの

は、将来の業績に関する見通しであり、これらは現在入手可能な情報から得られた判断に基づい

ております 経済 競合状況にかかわるリスクや不確定要因により 実際の業績はこれらと異なております。経済、競合状況にかかわるリスクや不確定要因により、実際の業績はこれらと異な

る結果となる場合があります。

投資家情報のほか 会社概要 製品情報やニュースなど シーティ投資家情報のほか、会社概要、製品情報やニュ スなど、シ ティ

ーエスに関する様々な情報がご覧いただけます。

http://www.cts-h.co.jp/p // jp/


